
▲外構イメージ図の一部

▲中央地区まちづくり協議会の様子

今回の▶
主な目標　

　北海道登別青嶺高等学校は支えてくれた地域への感謝とＳＤ
Ｇｓの目標達成への思いを込め、６月14日に本プロジェクトを
実施しました。
　３年生の生徒約 110 人と教員11人が参加し、北海道登別青嶺
高等学校を拠点に沿道および海岸の３つのコースに分かれ、ゴ
ミ拾いを行いました。約１時間という短時間の清掃にも関わら
ず約 100 ㌕のごみを収集。生徒たちは、「普段気がつかない場
所にごみがたくさん捨てられており、拾うのが大変だっ
た。」「今までこのような回収をしてくれていた人たちへの感謝
を忘れないようにしたいです。」と話していました。

北海道登別青嶺高等学校
クリーンアッププロジェクト

ＳＤＧｓにつながる取り組みの紹介

ＳＤＧｓＳＤＧｓ
　ＳＤＧｓは、『誰一人取り残さない、持続可能で、
より良い社会』の実現を目指す世界共通の目標です。
2030年までに17の目標を達成し、より良い未来を築
くことを目指しています。
　本市としても、かけがえのない地球環境を守りな
がら、誰もが自分らしく、住みやすい社会の実現に
向け、福祉や環境、経済、教育などのさまざまな施
策を通してＳＤＧｓを推進しています。
　今回は、北海道登別青嶺高等学校クリーンアップ
プロジェクトの取組を紹介します。

私たちの

▲▶ごみ拾いの様子
問い合わせ　企画調整グループ（☎85１１２２）

～17の目標達成に向けた取り組み～

６新しい市役所本庁舎のお知らせ・私たちのＳＤＧｓ 2023.９月号

新しい市役所本庁舎のお知らせ 問い合わせ
本庁舎整備推進グループ
（☎57１０９８）

新庁舎前にインクルーシブ公園の整備を検討しています新庁舎前にインクルーシブ公園の整備を検討しています
　令和８年度からの供用を予定している新庁舎につい
て、庁舎外構の実施設計業務を進めています。
　外構には、陸上競技場跡地の広い敷地を生かし、多
世代がいつでも行きたくなるような、さまざまな広場
を造ります。その一つとして、子どもの遊び場となる
広場を、障がいの有無や年齢、性別、国籍、貧富の差
などを問わず遊べる公園の考え方である『インクルー
シブ公園』として整備することを検討しており、車椅
子の方でも遊べる遊具や大人も安心して利用できる遊
具の設置などについて、各種団体と協議を進めていま
す。今後も引き続き『市民の安全安心を守り、市民が
集い、協働のための庁舎』の実現を目指し、より詳細
な検討を進める実施設計を進めていきます。

現在の市役所庁舎跡地の利活用について現在の市役所庁舎跡地の利活用について
　６月に開催された中央地区まちづくり協議会において、中央地区
におけるまちづくりの根幹となるコンセプトを決定しました。今後
の協議事項については、７月開催の同協議会において、①現庁舎、
アーニス周辺の環境整備②中心地にある商業施設の活性化③現庁舎
跡地の具体的な利活用方法に決定しましたので、コンセプトに基づ
いた具体的な協議を進めていきます。
　今後の協議内容については、広報のぼり
べつのほか、市公式ウェブサイトに随時掲
載していきますので、ぜひご覧ください。
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https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2018052300069/
https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2022122200029/

